
多文化共生先進取組事例「体験塾」in岡山 実施報告（概要）

日 時 ： 令和元年11月21日（木）～22日（金）

参加者 ：

地域国際化協会、市町村国際交流協会、自治体より33名

（うち危機管理担当者3名）

取組の概要 ：

「災害時の外国人支援」

近年の度重なる災害と在留・訪日外国人の増加によって、災害

時の外国人支援の重要性が認識されてきている中、災害時の外

国人支援のための施策立案等に生かすことを目的に、平成30年

7月豪雨を経験した岡山での対応や、その際の教訓を踏まえた

対応状況について聞き取りを行うとともに、具体的な施策立案に

向けたワークショップ等を行った。
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プログラム

統括ファシリテーター：明木一悦氏（地域国際化推進アドバイザー）

1日目 ： １１月21日（木）

■被災地視察・ヒアリング（中華料理新四季真備店）

■倉敷市真備支所訪問

倉敷市国際課

岡山県華僑華人総会

■総社市訪問

総社市人権・まちづくり課

■情報交換会
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プログラム

2日目 ： 11月22日（金）

■岡山外語学院訪問

■ＮＰＯによる講義
災害支援ネットワークおかやま
（特活）アムダ

■ワークショップ
訪問先・講義で学んだことについてグループで議論
具体的な施策立案に向けたグループワーク、発表
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参加者の声

・実体験がなく災害対応の体制を整備・強化しなければならない中、様々な立場の方から経験に基づいた
お話を聞けたのは非常に有益だった。
・現場を見て、実際に災害対応した方の話は重く、一つ一つの言葉が心に残った。
・平時からコミュニケーションをとり、つながりをもつことが大切だと感じた。

倉敷市国際課
・外国人被災者の状況把握の難しさがよくわかった。
・隣接する総社市との連携ができている点が素晴ら
しいと感じた
岡山県華僑華人総会
・行政だけではなく団体やキーパーソンとのネット
ワークが災害時には必要となることを学んだ。
・劉さんのようなコミュニティリーダーが増えていく
ことが望ましい。

「体験塾」全般について

倉敷市真備支所での講義について
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・市の中で横断的に外国人の支援に向け訓練や
研修をしている点を参考にしたい。
・全国の被災地での活動を多くの職員が体験して
いることの強みを感じた。
・私たちの町でも外国人リーダーを養成して近隣
市町と連携して人命救助に当たれたらと改めて
思った。
・外国人職員が正規職員になることで進められる
ことがあると感じた。

総社市役所での講義について
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災害支援ネットワークおかやま
・SDGs関連のネットワークを防災ネットワークに移行していくというアイディアにはなるほどと感じた。
・IT 活用や団体をつないでいく方法、資金調達など岡山の経験を活かしたい。
AMDA
・県内に国際NGO があることがとても強い。赤十字やNGO等、世界中で命を救うために最前線にいる人た
ちとの連携は、日本人側の外国人の受け入れに対する受容力を高め、外国人コミュニティにもつながりや
すいのではないか。

・行政や国際化協会はもっと日本語学校と連携すべきと思った。
・企業にも留学生や外国人の防災について認識してもらう必要があるというのは新しい発見だった

岡山外語学院訪問について

NPOによる講義について

多文化共生先進取組事例「体験塾」in岡山 実施報告（概要）

・多くの人と考えを共有、また様々なとらえ方を知ることができた。多様な団体が関わる柔軟性のある災害
多言語支援センターの必要性を感じた。

ワークショップについて



メディア掲載

11月23日付 山陽新聞朝刊（24面）
11月23日付 山陽新聞朝刊（28面）
11月23日付 毎日新聞朝刊（26面）
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